
秦 和 真 K a z u m a  H a t a

1 9 9 0 兵 庫 県 生 ま れ

2 0 1 3 甲 南 大 学 法 学 部 卒 業

2 0 1 5 ビ ジ ュ ア ル ア ー ツ 大 阪 写 真 学 科 夜 間 部 卒 業

2 0 1 5 株 式 会 社 a c u b e 入 社

2 0 1 8 フ ォ ト グ ラ フ ァ ー と し て 活 動 を 開 始

2 0 2 1   株 式 会 社 a m a n a に 所 属

秦の作品には、重厚な空気の中で感情の機微、生命の儚さ、温度、湿度、匂い、その全てが一瞬の光となって映り込んでいる。

ヴァニタスを彷彿とさせる絵の中には寓意的に花や植物、人物の表情が登場し、観る人の目を離さない。

幼い頃毎日の様に足を運んだ自宅の裏山でみた四季の移ろい、生命が宿りまた花が枯れていく植物のその様が、少年時代の秦の原風景である。

指にできた小さなササクレみたいな小さな違和感と、ほんの少しの痛みに対する抑圧に似た感情を被写体を通して表現する。

彼にとっての美しさとは、言葉にできないこの小さな想いを解放することである。
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